
事 項｜ りんご樹に白塗剤を塗布すると、冬期における樹体温度の上昇を抑えることができる

白塗剤の塗布が凍害防止に有効とされ、他県では、りんごを始め、ぶどうやもも樹に白

塗剤の塗布を指導している。凍害は、暖冬少雪や春先の急激な雪解けによって樹体に強い

ね ら い｜日射を受け、早い時期から樹皮温度が上昇し、耐凍性が低下した後、低温に遭遇すること

で発生すると考えられている。今回、白塗剤を塗布することで樹皮温度の上昇を抑制でき

ることが明らかとなったので参考に供する。
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1 白塗剤の温度上昇抑制効果

(1）天候が晴れの場合、白塗剤を塗布することで、日中の樹皮温度の上昇を無処理より

約10°c抑制することができる。

2 白塗剤の使用方法

(1）塗布対象樹

苗木や若木、特にM.9系統台木利用樹

(2）白塗剤と使用方法

白塗剤として、炭酸カルシウム剤（白石カルシウム（株）製 ホワイトンパウダー）

がある。使用方法は、積雪前に炭酸カルシウム剤4倍液（ 1袋 2kg入れに対し水6Q) 

を洗車ブラシ等を使用し、地際部から地上90cm程度まで塗る。

(3）使用量の目安

3年生樹（地上50cmの位置の直径が 3cm程度）の木に地際から90cm程度までに塗布

した場合、 1袋（ 2 kg）で120本程度に塗布できる。

期待自れる効果｜ 凍害の原因と考えられる樹皮温度の上昇が抑えられる。

利用上の注意事項｜ ねずみの忌避剤を散布または塗布する場合、先に白塗剤を塗布する。
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【根拠となった主要な試験結果】

表 1 平成16年における凍害の発生状況 （平成16年青森農林総研りんご試）
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図1 M. 9 EMLAの凍害症状（5月中旬） 図2 「つがるJ主幹部の凍害症状（5月中旬）

（注）左：外観、右：樹皮を剥し1だもの （注）左：外観、右：樹皮を剥いだもの
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図3 樹皮温度の推移 （平成19年 青森農林総研りんご試） 図4 白塗剤の塗布範囲

（注） 1 供試品種： M.9台「北紅J （注）高さ90cm程度まで塗布

2 樹皮温度の測定方法：温度計（ティーアンドディー

社製おんどとりRTR-52）のセンサ一部を主幹南側の

樹皮内に挿し込み測定した。

（参考）価格： 1袋（2 kg) 2, 000円程度
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